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協
会
は
第
46
回
通
常
評
議
員
会
を
15
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
２

０
０
９
年
度
決
算
報
告
案
、
２
０
１
０
年
度
予
算
案
を
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
多

数
で
可
決
し
、「
明
細
書
発
行
義
務
化
撤
回
を
」、「
保
険
で
よ
り
良
い
歯

科
医
療
を　

患
者
負
担
軽
減
！
後
期
高
齢
者
医
療
の
即
時
廃
止
を
求
め

る
」
の
二
つ
の
決
議
を
採
択
し
た
。
新
宅
雅
文
議
長
、
松
倉
晴
明
副
議

長
、
平
川
光
彦
副
議
長
が
会
議
を
進
行
し
、
評
議
員
39
人
、
役
員
25
人
が

出
席
し
た
。

　

小
泉
の
「
変

革
」、オ
バ
マ
の

「
チ
ェ
ン
ジ
」と

い
う
言
葉
に
両

国
民
は
幻
惑
さ
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
た
だ
マ
ス
コ
ミ
の
調

子
に
乗
せ
ら
れ
た
だ
け
で
贔

屓
の
歌
手
や
服
の
デ
ザ
イ
ン

を
変
え
る
程
度
の
変
化
し
か

望
ん
で
い
な
か
っ
た
の
か
。

　

我
慢
強
い
日
本
人
が
「
日

本
を
変
え
な
け
れ
ば
」
と
本

気
で
思
っ
た
の
は
幕
末
だ
っ

た
。
そ
れ
で
も
多
く
の
庶
民

は
食
う
の
に
精
一
杯
で
政
治

に
は
知
ら
ん
顔
だ
っ
た
。

　

権
力
社
会
の
ト
ッ
プ
は
当

然
本
当
の
変
化
を
望
ま
な

い
。
暴
れ
ま
く
っ
た
の
は
食

う
に
困
っ
て
い
た
下
級
武
士

層
が
主
だ
が
、
坂
本
竜
馬
な

ど
金
持
ち
も
多
か
っ
た
。
体

制
側
テ
ロ
リ
ス
ト
達
の
多
く

が
今
の
高
級
外
車
よ
り
も
高

額
な
佩
刀
を
所
持
し
た
。

　

権
力
外
の
富
が
真
の
変
革

と
い
う
狂
気
を
生
ん
だ
。

　

今
、
日
本
の
医
療
制
度
が

完
全
崩
壊
の
危
機
に
あ
る
。

だ
が
そ
れ
は
日
本
劣
化
の
一

部
だ
か
ら
、
医
療
人
以
外
は

深
刻
に
考
え
て
い
な
い
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
も
理
想
も
な
く

表
層
の
変
化
で
財
界
へ
迎
合

す
る
朝
令
暮
改
は
現
場
迷
惑

だ
け
で
あ
る
。
ま
だ
社
会
を

揺
る
が
す
狂
気
を
育
む
新
富

裕
層
も
霧
の
中
に
あ
る
。

　

伊
津
進
弘
理
事
長
は
、
開

会
あ
い
さ
つ
で
、
協
会
は
会

員
の
経
営
を
守
る
こ
と
を
絶

対
的
な
優
先
課
題
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
た
め

に
も
社
会
保
障
の
充
実
が
景

気
を
回
復
さ
せ
る
と
の
世
論

を
国
民
と
一
緒
に
高
め
る
必

要
が
あ
る
と
述
べ
た
。
ま

た
、
患
者
の
願
い
で
あ
る
保

険
の
き
く
範
囲
を
広
げ
、
良

質
な
歯
科
医
療
を
提
供
す
る

た
め
に
、
診
療
報
酬
や
歯
科

医
療
体
系
の
改
善
提
案
を
協

会
と
し
て
発
信
し
て
い
き
た

い
と
述
べ
た
。
２
０
０
９
年

度
は
、
生
涯
研
修
講
座
、
新

点
数
説
明
会
な
ど
多
様
な
会

員
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
国
会
行
動
や
府
交
渉

な
ど
、
国
や
自
治
体
に
向
け

て
幅
広
く
運
動
し
て
き
た
こ

と
も
紹
介
し
た
。

2009
決
算・2010
予
算
を
賛
成
多
数
で
可
決

を
決
議
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第
一
号
議
案
・
２
０
０
９

年
度
決
算
報
告
案
を
三
井
泰

正
管
理
部
長
が
提
案
、
レ
セ

オ
ン
ラ
イ
ン
訴
訟
や
「
医
療

ど
ぉ
〜
ナ
ル
」
の
放
送
、
保

険
で
よ
い
歯
科
医
療
連
絡
会

の
発
足
準
備
な
ど
、
活
発
な

運
動
を
し
て
き
た
こ
と
が
決

算
案
の
特
徴
と
し
た
。
第
二

号
議
案
・
２
０
１
０
年
度
予

算
案
は
辻
本
勝
副
理
事
長
が

提
案
、
組
織
拡
大
の
た
め
の

協
会
ガ
イ
ド
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
な

ど
宣
伝
を
強
め
る
こ
と
、
診

療
報
酬
改
定
対
策
費
の
計
上

な
ど
が
特
徴
だ
と
報
告
し

た
。
評
議
員
か
ら
会
館
建
設

積
立
金
は
計
画
的
に
毎
年
積

み
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
の
発
言
が
あ
っ
た
が
、
原

案
ど
お
り
同
積
立
金
を
計
上

し
な
い
予
算
案
を
賛
成
多
数

で
可
決
し
た
。

医
療
改
善
を
参
院
選
へ

　

議
案
の
採
決
後
、
小
澤
力

副
理
事
長
が
、
社
会
保
障
費

抑
制
路
線
の
転
換
や
レ
セ
オ

ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
撤
回

を
勝
ち
取
っ
た
２
０
０
９
年

度
活
動
の
成
果
を
報
告
し

た
。
参
議
院
選
挙
に
向
け

て
、
①
患
者
窓
口
負
担
軽
減

②
保
険
で
良
い
歯
科
の
実
現

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
即

時
廃
止―

―

の
声
を
さ
ら
に

大
き
く
す
る
た
め
、
５
・
22

近
畿
総
決
起
集
会
と
５
・
29

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
連
絡

会
結
成
総
会
へ
の
参
加
、
国

会
請
願
署
名
と
院
長
署
名
へ

の
協
力
を
訴
え
た
。

明
細
義
務
化
の
狙
い

　

小
澤
氏
は
、
診
療
明
細
書

の
発
行
義
務
化
や
レ
セ
プ
ト

へ
の
算
定
日
記
載
に
つ
い

て
、「
自
公
政
権
で
さ
え
で

き
な
か
っ
た
社
会
保
障
と
税

の
共
通
デ
ー
タ
化
の
狙
い
、

国
民
の
個
人
情
報
す
べ
て
を

政
府
と
一
部
の
企
業
が
思
い

の
ま
ま
に
利
用
し
よ
う
と
す

る
シ
ス
テ
ム
」
と
厳
し
く
批

判
、
明
細
書
発
行
義
務
化
撤

回
、
算
定
日
記
載
撤
回
の
重

要
性
を
訴
え
た
。

　

歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部

は
16
日
、
新
人
ス
タ
ッ
フ
総

合
講
座
を
開
き
、
歯
科
衛
生

士
、
歯
科
助
手
あ
わ
せ
て
94

人
が
参
加
し
た
。
参
加
者

は
、
基
礎
的
接
遇
マ
ナ
ー
か

ら
歯
科
の
専
門
的
知
識
ま
で

学
ん
だ
。

　

接
遇
マ
ナ
ー
で
は
、
油
谷

純
子
氏
（
目
白
大
学
短
期
大

学
部
生
活
科
学
科
教
授
・
学

科
長
）
が
「
患
者
接
遇
の
実

際
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、ク
レ
ー
ム
対
応
」を
テ
ー

マ
に
適
切
な
声
の
出
し
方

や
、
お
じ
ぎ
の
角
度
な
ど
、

実
演
を
交
え
指
導
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
歯
科
衛
生

士
編
、
歯
科
助
手
編
に
分
か

れ
、
専
門
的
な
知
識
を
深
め

た
。
助
手
編
で
は
冨
本
昌
之

氏
（
港
区
開
業
）
が
講
師
を

務
め
、
口
腔
内
の
知
識
や
器

具
類
、
治
療
の
流
れ
を
ス
ラ

イ
ド
で
解
説
。
歯
科
衛
生
士

編
で
は
、
各
症
例
の
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
解
説
し
た

後
、
実
習
に
取
り
組
ん
だ
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
明
日
か

ら
実
践
し
た
い
」「
清
掃
補
助

用
具
の
大
切
さ
や
活
用
な
ど

初
め
て
知
る
こ
と
も
多
く
あ

っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　

鳩
山
政
権
は
、
そ
の
発
足

当
初
、
約
７
割
の
支
持
率
を

得
た
が
、
こ
の
５
月
段
階
で

は
、
危
険
水
域
と
い
わ
れ
る

３
割
を
切
り
、
２
割
台
前
半

に
落
ち
込
ん
だ
。
こ
れ
が
参

院
選
を
目
前
に
控
え
た
日
本

の
政
治
状
況
の
最
大
の
特
徴

で
あ
る
が
、
昨
年
の
衆
院
選

前
夜
と
の
違
い
は
、
政
権
党

に
対
す
る
支
持
率
の
低
下
が

野
党
に
対
す
る
支
持
率
の
上

昇
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
点

に
あ
る
。
鳩
山
政
権
に
対
す

る
支
持
率
が
低
下
し
て
も
、

現
在
の
最
大
野
党
自
民
党
に

対
す
る
支
持
率
は
一
向
に
上

昇
し
て
い
な
い
。こ
れ
が
、参

院
選
前
夜
の
政
治
状
況
に
お

け
る
第
２
の
特
徴
で
あ
る
。

　

一
言
で
い
え
ば
、
来
た
る

参
院
選
は
、
民
主
・
自
民
の

二
大
政
党
に
対
す
る
支
持
率

が
共
に
落
ち
込
ん
だ
な
か

で
、
争
わ
れ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。「
二
大
政
党
離

れ
」
が
時
代
の
趨
勢
と
な
っ

た
選
挙
戦
で
は
、「
二
大
政

め
ら
れ
る
。

　

渡
辺
喜
美
率
い
る
「
み
ん

な
の
党
」、
鳩
山
邦
夫
の
離

党
、
与
謝
野
馨
等
の
「
た
ち

あ
が
れ
日
本
」、
舛
添
要
一

の
「
新
党
改
革
」、
中
田
宏

ら
松
下
政
経
塾
グ
ル
ー
プ
の

代
で
は
な
く
、
政
界
再
編
で

あ
る
。
と
い
う
の
は
、
も
し

参
院
選
の
後
に
「
二
大
政
党

離
れ
」
と
「
多
党
乱
立
状

況
」
が
生
ま
れ
る
と
す
れ

ば
、
政
界
再
編
が
避
け
ら
れ

な
い
か
ら
で
あ
る
。
選
挙
戦

党
離
れ
」
を
起
こ
し
た
有
権

者
を
ど
こ
に
引
き
寄
せ
る

か
、
と
い
う
受
け
皿
合
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
現
代
日
本
に
お

い
て
相
次
い
で
新
党
が
生
ま

れ
て
い
る
理
由
は
こ
こ
に
求

「
日
本
創
新
党
」、
こ
れ
ら

は
す
べ
て
「
二
大
政
党
離

れ
」
の
有
権
者
を
自
陣
に
た

ぐ
り
寄
せ
る
た
め
の
受
け
皿

政
党
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
新

党
が
目
ざ
す
の
は
、
昨
年
の

衆
院
選
時
の
よ
う
な
政
権
交

参
院
選
で
の
「
政
界
再
編
」

へ
と
、
わ
ず
か
一
年
足
ら
ず

の
間
に
、
急
変
し
た
わ
け
で

あ
る
。

　

で
は
、
い
ま
な
ぜ
政
界
再

編
が
参
院
選
の
通
奏
低
音
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

そ
れ
は
、
新
党
の
主
要
な
政

策
を
み
れ
ば
明
ら
か
に
な

る
。
新
党
の
ス
タ
ン
ス
は
、

①
日
米
同
盟
を
軸
に
し
た
安

保
体
制
の
維
持
②
消
費
税
増

税
に
よ
る
財
政
再
建
③
新
自

由
主
義
に
よ
る
福
祉
国
家
の

分
権
的
解
体―

―

の
３
点
を

基
調
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
３
点
は
、
実
は
、
現

在
の
民
主
党
政
権
の
内
部
に

も
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
も
し
こ
の
３

点
を
媒
介
に
し
た
政
界
再
編

が
起
こ
れ
ば
、
昨
年
の
政
権

交
代
の
成
果
は
水
の
泡
と
な

る
。
新
党
の
狙
い
は
こ
こ
に

あ
る
。

 

（
つ
づ
く
）

　

診
療
報
酬
の
実
質
ゼ
ロ
改
定
や
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
廃
止
先
送
り
な
ど
、
民
主
党
の
医
療
政
策
が
揺
れ

て
い
る
。
７
月
の
参
院
選
で
は
、
社
会
保
障
充
実
公
約

の
後
退
を
許
さ
ず
、
実
現
さ
せ
る
好
機
と
な
る
。
医
療

・
社
会
保
障
に
つ
い
て
、
二
宮
厚
美
神
戸
大
学
教
授
に

４
回
に
わ
た
り
選
挙
争
点
を
明
ら
か
に
し
て
も
ら
う
。

政
権
交
代
か
ら
政
界
再
編
へ

新
党
乱
立
も
基
調
は
新
自
由
主
義

新
人
ス
タ
ッ
フ
講
座
に
94
人

明
日
か
ら
の
実
践
に
意
欲

歯科臨床・
学術学会部

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

鏡を見ながら相互実習する参加
者＝16日、保険医会館　　　　

の
主
題
は
、

昨
夏
の
衆
院

選
で
の
「
政

権
交
代
」
か

ら
、
今
夏
の

ご 案 内ご 案 内

「保険でよい歯科医療を
大阪連絡会」結成総会　

参加申し込みは協会事務局まで

　講師・岩倉政城氏
 （尚絅学院大学総合人間科学部教授）

議案に賛成の挙手をする評議員
＝15日、Ｍ＆Ｄホール 　　　　

記念講演
 「口から見える格差と貧困」

５月29日（土） 午後３時～５時半
難波御堂筋ホール８階
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医
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・
社
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保
障

①

行
方

のの


